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石畳または未舗装路 

前後のコース 

歩くルート 

所要時間の基準点 

（ゆっくり歩いた場合の目安です） 

主な目印 

バス停(文字も) 

川丈街道（川端街道） 

志古バス停～宣旨帰り～飛雪の滝～速玉大社～新宮駅 

約23km／約7時間40分 

新宮駅 

ＷＣ 

楊枝薬師堂 

（赤木川） 

(特別な跡はない) 

（浅里神社前） 

http://www.kumadoco.net/kodo/ 

(Ｐ有) 

熊野速玉大社 

牛鼻神社 

乙基の渡し跡 

飛雪の滝 

小鹿の集落 

宣旨帰り 入り口 

子ノ泊山 登山口 

志古バス停 

楊枝口バス停 

楊枝の渡し跡 

地蔵道標 

子ノ泊山 

熊野川行政局 

道の駅 

瀞峡街道 熊野川 
飛鉢の峰 

比丘尼転び 

瀬原の集落 

浅里の集落 

子安地蔵 

北桧杖の集落 

（御船島） 

（尾友） 
（権現前） 

（成川） 

和気の集落 

（国道 168号） 

（相野谷川） 

ウォータージェット船乗り場 

←30分→ 5分 

←30分→ 

←70分→ 

↑60分↓ 

↑25分↓ 

↑50分↓ 

↑140分↓ 

↑30分↓ 

↑25分↓ 

←20分→ 

ＷＣ 
ＷＣ 

ＷＣ 

(Ｐ有) 
(Ｐ有) 

（国道 42号） 

(川沿いに県道が続く) 

(崖沿いに古い道が残る) 

古いお地蔵様 

(落石防止ネットの裏手、急

斜面沿いに山道が続く) 

(県道をひたすら歩く。

道端に祠やお地蔵様) 

(この辺りから乙基の

渡し方面、眺めが良い) 

昼嶋 

御船島 



 

概 

要 

ウォータージェット船乗り場にある志古バス停を出発、国道 168 号を新宮方面へ歩き、三

和大橋で熊野川を渡り、道なりにぐるりと回ってくると橋の下あたりに古い道標が残ります。

熊野川沿いに続くこの県道小船紀宝線を、延々と歩いていくことになります。（楊枝の渡し跡

にあたる楊枝の集落や楊枝薬師堂は、この橋から片道30分ほどかかります。） 

熊野川の流れに付かず離れず、いくつかの川沿いに残る集落を過ぎていくと、切り立った崖

沿いに道が続くようになり、右手に宣旨帰りの入り口があります。熊野川のすぐほとりに頼り

なげに続く崖に付いた道をしばらく歩いて、川原を歩いていくと小鹿の集落で県道に合流。県

道をしばらく歩いていくと、左手に木製のはしごが付いている入り口から急斜面を少し上がっ

ていくと、崖沿いにわずかな距離だけ残る細い山道（比丘尼転び）を過ぎ、再び県道へ。 

しばらく県道を歩いていくと、飛雪の滝キャンプ場で浅里の集落へ到着。墓地の脇などを抜

けて県道へ合流し、昼嶋の眺めを楽しんだ後、道端に時々残っているお地蔵様などを眺めなが

ら延々と歩いていくと、乙友の渡し跡へ到着。さらに県道を進んで御船島を過ぎ、相野谷川の

河口を過ぎてすぐに熊野大橋で国道42号に合流。これを渡って右へ進むと、速玉大社はすぐ

そこ。参拝したら来た道を戻って、国道を渡ってさらに直進。道が細くなるところで右手の商

店街へ入っていくと新宮駅へ至ります。 

熊野川沿いに残る宣旨帰りなどの旧街道と街道沿いの集落やお地蔵様、そして熊野川の雄大

な流れを楽しみましょう。 

難易度 

(５段階) 

 ★★★★★ 

楊枝薬師 

楊枝の渡し跡からさらに北へ 200m ほど進んだところにある薬師堂。起源は平安時

代とも言われる古いお堂です。 

熊野川温泉 さつき 

熊野川行政局からさらに南へ１kmほど。神丸バス停から西へ少し入ったところにあ

る温浴場。帰りに時間があればどうぞ。 

おすすめ 

立ち寄り 

スポット 
飛雪の滝 

浅里の集落、キャンプ場の横にある美しい滝。トイレなどもあるので休憩にピッタリ。 

<ＪＲ＆バス> 

新宮駅－（路線バス40分）－志古バス停 

交 通 

アクセス 

<バス> 

志古：瀞峡ウォータージェット船乗り場、国道168号線沿い 

楊枝口：三和大橋たもと、国道168号線沿い 

神丸：新宮市熊野川行政局近く、国道168号線沿い（熊野川温泉さつき近く） 

※熊野交通「川湯・渡瀬・湯の峰温泉・本宮大社方面行き」を利用。 

浅里神社前：飛雪の滝近く、県道小船紀宝線沿い 

尾友：乙基の渡し跡すぐ前、県道小船紀宝線沿い 

御船島：御船島のすぐ前、県道小船紀宝線沿い 

成川：熊野大橋のたもと、県道小船紀宝線沿い 

※紀和町コミュニティバス「浅里神内線」を利用。 

 


